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研究概要 

平成 28，29 年度に富山市立堀川小学校の協力を得て，計画通り，話し言葉資料として「く

らしの時間」の音声記録を記録し(6 学年×1 クラス×1 年分：音声資料)，書き言葉資料として当

該クラスの作文，日記等（文字資料）を収集した。収集した資料全体の約 1/3 を分析し，「児童

スピーチコーパス（試作版）」を構築することができた(詳細は成果要約を参照）。単語・語種単

位であるが，児童らの使用語彙調査から学年進行に応じた発達を抽出することができた。現状

国語科教育分や野資料で話し言葉の使用語彙や量的なデータは管見の限りないので，極めて貴

重なデータを得ることができた。本研究の成果は，国語科における「話すこと」指導のための

基本語彙の策定や書き言葉への効果的な転移方法に関する研究資料となることが期待される。 

 

成果要約 

 「児童スピーチコーパス」の概要と得られた結果を以下に示す。 

 

 データは児童（S）と教師（T）別に整理されており、語彙の種類の詳細は別にして、語数で単純に比

較すると、児童の発話：教師の発話は 2：1 の関係にあり、多くの品詞で児童と教師で話し言葉で使わ

れる品詞に大きな差はない。一方、形容詞が約 8:3、接尾辞は約 4:3、代名詞は約 1:3、副詞が約 5:3等

の品詞には差が見られた。書き言葉（日記）と比較すると、名詞、代名詞、形容詞、助詞などが大きく

減少していることが確認された。その他 1文当たりの文節数も減少し、文構造についても差があると考

えられる。今後は、語彙の使用範囲と文の構造に着目して、研究を進め、現場向けの資料を作成する。 



 

研究成果 

発表状況 

【雑誌論文，学会発表，図書，新聞掲載，作成 Webページ，特許権等の出願・取得状況】 

【学会発表】 

・「平成 30 年度 コーパス合同シンポジウム」／（6 月エントリー予定） 
【論文】 
・「話し言葉の理由述べ表現(仮題)」／『日本語文法』日本語文法学会（9 月論文投稿予

定） 
・「「朝のスピーチ」と日記の語彙(仮題)」／『富山大学国語教育』富山大学国語教育学

会（10 月論文投稿予定） 
 

 

 

 

 

 

経費の 

執行状況 

区 分 執行額（円） 備 考 

【物品費】 

テープ起こし 

日記テキスト化データ入力作業 

ゆうパック 

整理番号回転式スタンプ 

 USBメモリ 

 ダブルクリップ 

（小計）                          

 

【謝金】 

テキスト入力作業 

（小計）                          

 

 

 

 

 

 

 

 

518,474 
183,717 

385 
9,998 
6,500 

26 
719,100 

 
 

180,900 
180,900 

 

 

 

「東京反訳」に依頼 

 〃 

 

 

 

 

 

 

 

学生謝金業務にて実施 

 

 合計  900,000 円  

 


